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第 1章 調査概要 
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１．調査目的 

中学１年生時に、『子ども向け条例パンフレット』を使用した授業を受けた中学２年生に対し、時間の経過に

よる意識の変化を把握し、今後の子どもに対する男女共同参画の取り組みの基礎資料とする。 

 

2．調査対象 

（１）母集団 佐賀市立中学校に在籍する２年生の男女 

（２）標本数 1,847人 

 

3．調査時期 

令和 6年 10月 28日（月）～11月 25日（月） 

 

4．調査方法 

学校を通じた配布、インターネット回答 

 

5．有効回収数 

配布数 1,847人 

有効回収数 1,428人 

有効回収率 77.3％ 

 

6．調査の企画・実施等 

調査主体：佐賀市政策推進部男女共同参画課 

調査実施機関：株式会社サイズラーニング 

 

7．調査結果利用上の留意事項 

 文章や表、グラフ中の回答割合（相対度数）は小数点第２位を四捨五入しているので、合計は必ずしも

100％にならないことがある。 

 ２つ以上の回答を求めた（複数回答）質問の場合、その回答割合の合計は原則として１００％を超える。 

 数表に記載された「n」は、回答割合算出上の基数（回答数）である。 

 文中では選択肢（変数）を「 」で示した。選択肢の文章が長い場合は、一部省略したところがある。 

 図表に示す選択肢は文言を短縮して表記している場合があるため詳細は巻末の調査票を参照すること。 
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第 2章 調査結果の概要と考察 
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株式会社サイズラーニング 代表取締役 高見真智子 

専任コンサルタント 黒木怜香 

 

本調査は、男女共同参画の社会づくりに関する市民の意識と実態を把握し、これまで佐賀市が進めて

きた施策の成果検証及び、第５次男女共同参画計画の策定資料とすることを目的に行った。特に中学生

に対しては、佐賀市では中学１年生時に、『子ども向け条例パンフレット』を使用し、男女共同参画の理

解を深めるための啓発授業を実施しており、授業を受けた中学２年生に対し、時間の経過による意識の

変化を把握することも含め、今後の子どもに対する男女共同参画の取り組みの基礎資料とする。以下、

設問テーマ別に、結果概要と考察を抜粋する。 

 

 

１．固定的な役割分担意識に関する状況 

 

(1)結果の概要 

 

■「女/男だから」という主旨の発言を受けた経験がある生徒は２割 

「女/男だから・・・しなさい（するな）」と言われた経験（問３）をみると、「ある」が 21.4％。令和元年度よりも減

少傾向にある。性別で比較すると、女性のほうが男性よりも「ある」の回答が 6.7ポイント高い。また、言われた

相手（問５）は「母親」が最も高く５割、次いで「父親」が３割となっている。また、女性のほうが「母親」、男性のほ

うが「父親」の割合が高く、特に同性の親から子どもに対して、ジェンダーバイアスに基づく発言がなされている

傾向がみられる。さらに、言われた言葉の具体的内容（問６）をみると、「女の子なんだから家事や手伝いをしな

さい」「男の子なんだから泣くな、我慢しなさい」等の言葉が多く挙がっている。 

 

■「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」の『否定派』は６割以上。男性では 25.0％が『肯定派』 

自身の固定的な役割分担意識（問７）をみると、『否定派』が６割を超え、令和元年度よりも 20 ポイント程度

増加している。一方、「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」という考え方に対する男性の『肯定派』は

25.0％と、女性の『肯定派』よりも 14.2ポイント高い。特に「女/男だから・・・しなさい（するな）」と「言われた経

験がある」男性では、『肯定派』が 33.3％と、男性の全体平均よりも 8.3ポイント高い傾向がみられる。 

 

■「男らしい」「女らしい」のイメージのきっかけは、服、おもちゃ、友達との遊び 

「男らしい」「女らしい」のイメージをもったきっかけ（問８）をみると、「服」が 76.5％と最も高く、次いで「おも

ちゃ」「友達との遊び」の順となっている。特に「服」では、女性のほうが男性よりも 13.6ポイント高い。 

 

 

 

 

調査結果の概要と考察 



 

5 

 

(2)考察 

以上の結果から、「女/男だから・・・しなさい（するな）」と言われた経験は減少傾向にある一方で、身近な親、

特に同性の親から言われた経験をしている生徒は未だ２割程度存在している。また、生徒自身の固定的な役

割分担意識はさらに改善傾向にあるが、「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」という考え方については

男性の肯定派が２割を超えている状況にある。特に「男だから・・・しなさい（するな）」と言われた経験のある男

性の肯定派が増加する傾向がみられることから、「男らしさ」にまつわるジェンダーバイアスが、親世代から男

の子へと世代を超えて継承されている可能性も示唆される。ジェンダーバイアスに関する親世代への啓発等も

必要かもしれない。 
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2．家庭について 

 

(1)結果の概要 

 

■家庭内の家事を行うのは女性のほうがより男性よりも多く、主な担当者は「母親」 

自身の家事頻度（問９）をみると、「食事の後片付け」や「掃除」等の日常的な家事の多くで『する』の割合が

過半数を超え、令和元年度よりも増加傾向にある。また、「食事のしたく」「食事の後片付け」「洗濯」「日常の買

い物」で、女性のほうが男性よりも『する』の割合が５～10ポイント以上高い。 

また、家族内で家事を主に行う人（問 10）をみると、すべての項目で「母親」が最も高いが、令和元年度調査

と比較すると、家事項目や学校行事への参加については「両親どちらも同じ程度」が 10 ポイント程度増加して

いる。 

 

■家庭生活の中で「家事」の役割分担の偏りに男女差別を感じるとの回答がみられる 

家庭生活の中で男女の差別を感じることの有無（問 11）をみると、『感じる』との回答は 13.8％と、令和元年

度調査と同様の傾向がみられ、女性のほうが男性よりも 9.4 ポイント高い。また、具体的に差別を感じるのは

「家事」が 55.6％と最も高く、特に女性では 67.2％と、男性よりも 33.4 ポイント高い。男女の差別を感じる

具体的な内容（問 13）をみると、特に両親の家庭内の役割分担の偏り（母親のみが家事負担を担っている等）

に、男女の差別を感じるとの回答が多く挙がっている。 

 

 

(2)考察 

以上の結果から、生徒の家事参画の状況は令和元年度よりもさらに高まっている状況にあるが、その役割

を担うのは、より女性のほうが多い傾向がみられる。また、家庭内の家事の役割分担は主に「母親」に大きく負

担が偏り、そうした状況に男女の差別を感じている傾向も読み取れる。特に女性は、「家事」に男女の差別を感

じる割合が６割を超え、実際に自身の家庭内で、主に母親側のみが無償ケア労働に従事している様子に差別

を感じていることが明らかである。上述のジェンダーバイアスに基づく発言のなかでも、特に女性には「女の子

なんだから」手伝いや家事をするように、といった、家庭内の無償ケア労働を女性が率先して担うような働きか

けが、身近な親や祖父母世代からもみられるため、家庭内で継承されてきた固定的な役割分担が、子ども世

代へと引き継がれている可能性も考えられる。 
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3．学校生活について 

 

(1)結果の概要 

 

■学校生活の中で男女の差別を感じる生徒の割合は 20.4％ 

学校生活の中で男女の差別を感じることの有無（問 14）をみると、『感じる』の割合は 20.4％と、令和元年

度と同様の傾向がみられる。差別を感じる内容（問 15）は、「先生の対応」が最も高く５割を占め、特に男性で

は 61.4％と、女性よりも 20.4 ポイント高い。具体的な内容（問 16）をみると、「先生の対応」では、性別によっ

て態度や話し方、𠮟り方に違いがある、との回答が多く挙がっている。 

 

■生理で休みたかったが我慢したことがある女性は 35.3％ 

生理によって休みたいと思ったことの有無（問 17）をみると、「はい」が約５割にのぼっている。生理によって

休んだことの有無（問 18）をみると、「休んだことがある」が 54.4％、「休みたかったが我慢した」が 35.3％と

なっている。我慢した理由（問 19）を確認すると、「生理を理由に休んでいいと思わなかったから」「言い出せな

かったから」が４割程度で上位に挙がっている。また、「成績や内申点に悪影響（あくえいきょう）が出ると思った

から」「試験やイベント、大会など、休みたくない日だったから」が３割程度となっている。 

 

 

(2)考察 

以上の結果から、学校生活の中で男女の差別を感じる生徒の割合は 20.4％となり、第４次男女共同参画

計画の目標値には未達の状況となっている。特に「先生の対応」に男女の差別を感じる割合が５割を占め、「男

性と女性とで態度や怒り方や違う」ことに差別を感じているとの結果となっている。前述の「女/男だから・・・し

なさい（するな）」と言われた相手（問５）でも「先生」の割合は8.5％と確認され、「女性らしさ」を求める発言や、

男性に対しては差別的な発言も一部みられることから鑑みると、生徒に対する教師の働きかけ方や指導方法

が、性別によって無意識に異なっている可能性も示唆される。 

また、本調査では初めて、「生理」に関する対応状況の実態を把握すべく新規項目を設定した。生理で休み

たいと思った女性は５割、実際に休んだことのある女性も５割と、生理を抱えながら学校生活を過ごすことに困

難や支障を抱えている女性がいることが考えられる。また、「休みたかったが我慢した」割合も３割を超え、その

理由には、学校の成績や内申点、試験や大会等への影響を考慮している理由も挙げられている。近年「生理休

暇」の導入・検討を進める大学や高校も出始めており、文部科学省は 2023 年に生理による欠席が理由で高

校入試が不利にならないよう通知を発表するなど、生理と学業の両立推進の動きが加速しつつある。今回の

調査結果をふまえ、佐賀市内でも生理と学業の両立を課題として設定し、新たな施策検討を行うことも有意義

だろう。 
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4．その他調査項目 

 

(1)結果の概要 

 

■将来したい仕事を実現する上で、性別が『影響する』との回答は 3割を占める 

将来したい仕事（問 20）は、女性は「幼稚園・保育園の先生」「看護師」「理容師、美容師」、男性は「スポーツ

選手」「スポーツトレーナー等」「公務員」の順となり、性別で差がみられる。また、将来したい仕事を実現する上

での性別の影響度（問 21）は、『影響する』との回答が 31.0％と、令和元年度よりも 4.0 ポイント増加してい

る。 

 

■ＤＶの認知度は 8割を超える。困った時の相談場所を「知らない」が３割弱 

ＤＶの『認知度』（問 22）は 84.8％と、令和元年度よりも 9.1 ポイント増加している。デートＤＶの『認知度』

（問 23）は 53.9％と、令和元年度よりも 24.9ポイント増加している。また、困ったときに相談できる場所を知

っているか（問 24）をみると「知っている」が 68.6％、「知らない」が 28.9％となっている。 

 

■男女共同参画の授業を受けた後の変化が「あった」のは 17.9％ 

男女共同参画の授業を受けた後の変化（問 25）をみると、「あった」が 17.9％、「なかった」が 14.5％、「わ

からない」が 55.9％となっている。 

 

 

(2)考察 

以上の結果から、将来の職業選択に性別で差があることがうかがえる。また、将来したい仕事を実現する上

で、性別が『影響する』との回答が３割を占めている、という結果にも留意が必要である。 

ＤＶやデートＤＶに対する『認知度』は令和元年度よりも向上している傾向にあり、中学生の認知が広まって

いることがうかがえる。困った時の相談場所については「知っている」が過半数を超えてはいるが、「知らない」

との割合も３割弱となっているため、こうした層をできる限り減らすためのさらなる啓発促進も肝要だろう。 

男女共同参画の授業を受けた後の変化については「わからない」が６割近くを占めているため、中学１年生

時の効果測定を２年生時に行う、というプロセスの見直しも含め、施策の効果検証方法についてはさらなる工

夫の余地があると思われる。 
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第 3章 調査結果 
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(n=1428） 

Ⅰ．回答者の属性 

 

１．性別（問 1） 

性別をみると、「女性」が 48.5%、「男性」が 50.1%となっている。 

 

図表Ⅰ-１ 性別 

 

2. 同居している家族(問 2) 

同居している家族構成をみると、「母親」と回答した人が最も高く 97.8%、次いで「兄弟姉妹」が

84.9％、「父親」が 82.9%となっている。 

 

図表Ⅰ-2 同居している家族 
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Ⅱ. 固定的な役割分担意識に関する状況 

 

1.「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた経験 

 

「女/男だから・・・しなさい（するな）」と言われた経験をみると、「ない」が７６.1％、「ある」が 21.4％となって

いる。 

令和元年度調査と比較すると、「ない」が１２.９ポイント増加している。 

性別で比較すると、女性のほうが男性よりも「ある」が 6.7ポイント高い。 

 

図表Ⅱ-１ 「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた経験 

 

 

 

図表Ⅱ-2 「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた経験（性別） 

 

 

 

 

  

問 3. 「女/男だから・・・しなさい（するな）」と言われたことがありますか。 
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2.「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われたときの気持ち 

  

「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われたときの気持ちをみると、「いやだなと思った」が最も高く

42.8％、次いで「仕方がないと思った」が 27.5％、「何も感じなかった」が２０.９％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、有意な差はみられない。 

 

図表Ⅱ-3 「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われたときの気持ち 

 

 

 

  

問 4. そう言われた時、どう思いましたか。 
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3.「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた相手 

 

「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた相手をみると、「母親」が最も高く 55.2％、次いで「父親」

が 33.0％、「祖母」が 25.2％となっている。 

令和元年度と比較すると、「父親」が５.１ポイント増加している。 

性別で比較すると、女性のほうが男性よりも「母親」が 22.3ポイント高い。また、男性のほうが女性よりも

「父親」が 21.1ポイント高い。 

 

図表Ⅱ-４ 「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた相手 

 

※「祖母」は令和元年度・平成 26年度調査では「祖父母」という選択肢を使用。「祖父」は新設項目  

問 5. 誰から言われましたか。あてはまるものすべてお選びください。 

※ 

※ 
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図表Ⅱ-５ 「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた相手（性別） 
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4.「女（男）だから、…しなさい（するな）」と言われた具体的内容（自由記述） 

 

 

図表Ⅱ-６ 言われた言葉（一部抜粋） 

 

 女性 男性 

母
親 

 女の子なんだからお手伝いをしなさい 

 女の子なんだから、言葉遣いをしっかりしなさい 

 女の子なんだから足を閉じなさい 

（合計 95件） 

 男は泣くな 

 男だから頑張れ 

 男ならちゃんとしろ 

（合計 38件） 

父
親 

 女だから制服はスカートにしなさい 

 顔とか気にする前に性格を綺麗にしろ 

 女なのに男より髪の毛が短いんじゃない？ 

（合計 31件） 

 男ならもっと強くなれ 

 嫌なことから逃げるな、男だろ？ 

 男の子だからぬいぐるみを買うな 

（合計 44件） 

兄
弟
姉
妹 

 もっと見た目に気をつけて 

 女なんだから家事をできるようにしときなさい 

（合計 6件） 

 男なんだからすぐ泣くな 

 男だろ 

（合計 9件） 

祖
母 

 身だしなみを整えなさい 

 女だから清潔にしなさい、掃除しなさい 

 女だから、愛嬌を大事にして 

（合計 41件） 

 男の子なんだから虫なんて怖がるな 

 男だから我慢して 

 男だから重いものぐらい持ちなさい 

（合計 18件） 

祖
父 

 女だから手伝え 

 女の子だから勉強しなさい 

 女の子だから家事をしっかりとできないと 

（合計 9件） 

 男ならたくさん食べなさい 

 勉強しなさい 

 

（合計 9件） 

先
生 

 女なんだから料理好きなんだよね 

 おしとやかに生きなさい 

 女性らしく振舞え 

（合計 11件） 

 男子だから日陰じゃなくていいだろ 

 男だからパンツみられてもいいだろ 

 男だから言うことを聞け 

（合計 10件） 

友
人 

 女なんだから髪を長くしなよ 

 もっと話し方とか気をつけなさい 

 女の子らしくない 

（合計 5件） 

 男だから見られてもいいだろう 

 男だからやらないと 

 

（合計 8件） 

 

 

  

問 6. 言われた言葉を具体的に教えてください。 
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5. 自身の固定的な役割分担意識 

 

自身の固定的な役割分担意識をみると、「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」では、『否定派』（「どち

らかといえばそう思わない」「そう思わない」の合計）が最も高く６６.５%、次いで『肯定派』（「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」の合計）が１８.１％、「どちらともいえない」が 14.9％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、『否定派』が 26.8ポイント増加している。 

性別で比較すると、女性のほうが男性よりも『否定派』が2１.１ポイント高い。また、男性の方が女性よりも『肯

定派』が 14.2ポイント高い。 

「女性は家庭で家の仕事を行い子どもを育て、男性は外で仕事をして収入を得るのがよい」では、『否定派』

が最も高く７４.３％、次いで「どちらともいえない」が 1３.1％、『肯定派』が１０.６％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、『否定派』が１７.６ポイント増加している。 

性別で比較すると女性のほうが男性よりも『否定派』が 1４.３ポイント高い。 

 

図表Ⅱ-７ 「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」という考え方について 

 

 

図表Ⅱ-８ 「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」という考え方について（性別） 

 

 

問７. 次の考えについてどう思いますか。 
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図表Ⅱ-９ 「女性は家庭で家の仕事を行い子どもを育て、男性は外で仕事をして収入を得るのがよい」

という考え方について 

 

 

 

 

図表Ⅱ-１０ 「女性は家庭で家の仕事を行い子どもを育て、男性は外で仕事をして収入を得るのがよい」 

という考え方について（性別） 
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■ 自身の固定的な役割分担意識（「女（男）だから、…しなさい」と言われた経験別・性別） 

「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」を、問３の「女（男）だから、…しなさい」と言われた経験別・性

別にみると、「女（男）だから、…しなさい」と「言われた経験がある」男性は、「女は女らしく、男は男らしくしたほ

うがよい」という考え方に対する『肯定派』が 33.3％と、男性の全体平均よりも 8.3ポイント高い。 

 

図表Ⅱ-11 「女は女らしく、男は男らしくしたほうがよい」という考え方について 

（性別・「女（男）だから、…しなさい」と言われた経験別） 

 

 

  

女性 計 (n=692)  

言われた 

経験がある 
(n=171)  

言われた 

経験がない 
(n=503)  

男性 計 (n=716)  

言われた 

経験がある 
(n=129)  

言われた 

経験がない 
(n=571)  
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6.「男らしい」「女らしい」のイメージをもったきっかけ 

 

「男らしい」「女らしい」のイメージをもったきっかけについてみると、「服」が最も高く 76.5％、次いで「おもち

ゃ」が 41.7％、「友達との遊び」が 34.5％となっている。 

性別で比較すると、女性のほうが男性よりも「服」が 13.6ポイント高い。 

 

図表Ⅱ-１２ 「男らしい」「女らしい」のイメージをもったきっかけ 

 

 

 

  

問８. 幼い頃に「男らしい」「女らしい」のイメージをもつきっかけになったものはありますか。 
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(n=1428） 

Ⅲ. 家庭について 

 

1. 家庭内の役割分担の状況 

 

（1）自身の家事頻度 

 

自身の家事頻度をみると、『する』 （「いつもする」と「ときどきする」の合計）は「食事の後片付け」が最も高く

82.4％、次いで「掃除」が 75.7％、「食事のしたく」が 69.4％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、すべての項目で『する』が増加している。項目別にみると、「食事のしたく」で

は１０.２ポイント、「食事の後片付け」で６.８ポイント、「ゴミ出し」で６.２ポイント、「掃除」で４.８ポイント、「洗濯」

で６.１ポイント、「日常の買い物」で１１.３ポイント、それぞれ増加している。 

性別で比較すると、「食事のしたく」「食事の後片付け」「洗濯」「日常の買い物」で、女性のほうが男性よりも

『する』が５～１０ポイント以上高い。 

 

図表Ⅲ-１ 自身の家事頻度 

 

 

  

問 9. あなたは、以下の家の役割をどのくらい行っていますか。 
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図表Ⅲ-２ 自身の家事頻度【食事のしたく】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-3 自身の家事頻度【食事の後片付け】 

 

 
 

 

 

図表Ⅲ-4 自身の家事頻度【ゴミ出し】 
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図表Ⅲ-５ 自身の家事頻度【掃除】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-6 自身の家事頻度【洗濯】 

 

 
 

 

 

図表Ⅲ-7 自身の家事頻度【日常の買い物】 
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図表Ⅲ-８ 自身の家事頻度（性別） 
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(n=1428） 

（2）家族内で家事を主に行う人 

 

家族内で家事を主に行う人をみると、全項目で「母親」が最も高く、「食事のしたく」が７2.1％、次いで「日常

の買い物」が 65.0％、「洗濯」が 58.7％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、家事項目においては「両親どちらも同じ程度」が 10 ポイント程度増加し、例

えば、「食事の後片付け」で１１.６ポイント増加、「日常の買い物」で１２.５ポイント増加している。一方、「子どもの

世話や家族の介護（きょうだいや介護が必要な人がいる場合）」では、「両親どちらも同じ程度」が１１.９ポイント

減少している。「学校行事への参加（授業参観など）」では、「両親どちらも同じ程度」が１３.３ポイント増加してい

る。 

性別で比較すると、「ゴミ出し」では、男性のほうが女性よりも「あなた」が６.０ポイント高い。 

 

図表Ⅲ-９ 家族内で家事を主に行う人 

 

  

問１０. 家族の中で以下の家の役割を主に誰が行っていますか。 
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図表Ⅲ-１０ 家族内で家事を主に行う人【食事のしたく】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-１１ 家族内で家事を主に行う人【食事の後片付け】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-１２ 家族内で家事を主に行う人【ゴミ出し】 
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図表Ⅲ-１３ 家族内で家事を主に行う人【掃除】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-１４ 家族内で家事を主に行う人【洗濯】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-１５ 家族内で家事を主に行う人【日常の買い物】 
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図表Ⅲ-１６ 家族内で家事を主に行う人【子どもの世話や家族の介護（きょうだいや介護が必要な人がいる場合）】 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-１７ 家族内で家事を主に行う人【学校行事への参加（授業参観など）】 
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図表Ⅲ-１８ 家族内で家事を主に行う人（性別） 
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2. 家庭内における男女の差別について 

 

（1）家庭生活の中で男女の差別を感じることの有無 

  

家庭生活の中で男女の差別を感じることの有無をみると、『感じない』（「あまり感じない」「感じない」の合 

計）が 85．1％、『感じる』（「感じる」「ときどき感じる」の合計）が 13.8％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、有意な差はみられない。 

性別で比較すると、男性のほうが女性よりも『感じない』が 10.0ポイント高い。また、女性のほうが男性より

も『感じる』が 9.4ポイント高い。 

 

図表Ⅲ-１９ 家庭生活の中で男女の差別を感じることの有無 

 

 

 

 

 

図表Ⅲ-２０ 家庭生活の中で男女の差別を感じることの有無（性別） 

 

 

  

問 11. 家庭生活の中で、男女の差別を感じることがありますか。 
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（2）家庭生活の中で男女の差別を感じる具体的内容 

  

家庭生活の中で男女の差別を感じる具体的内容をみると、「家事」が最も高く 55.6％、次いで「言葉づかい」

が 28.6％、「身だしなみ」が 26.5％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、「身だしなみ」が 6.0 ポイント増加、「言葉づかい」が 5.9 ポイント減少、「勉

強・進路」が 6.7ポイント減少している。 

性別で比較すると、女性のほうが男性よりも「家事」が 33.4 ポイント高く、男性のほうが女性よりも「勉強・

進路」が 5.3ポイント高い。 

 

図表Ⅲ-２１ 家庭生活の中で男女の差別を感じる具体的内容 

 

 

問 12. どんなことに男女の差別を感じますか。あてはまるものすべてお選びください。 
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図表Ⅲ-２２ 家庭生活の中で男女の差別を感じる具体的内容（性別） 
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（3）家庭生活の中で男女の差別を感じる具体的内容（自由記述） 

 

 

図表Ⅲ-２３ 男女の差別を感じる具体的内容（一部抜粋） 

 女性 男性 

家
事 

 母が仕事から帰宅してどれだけ疲れていても、

父は手伝いをせず、ただ食事の準備を待ってい

るだけ 

 家事は女の仕事と言われたことがある 

 自分が手伝わないといけない 

（合計 62件） 

 ほとんどの家事を母親がしている 

 父親は家では全然動かない 

 母親が家事のほとんどをしていて、父親が夜ま

で仕事をしている 

 

（合計 13件） 

言
葉
づ
か
い 

 女の子らしい言葉使いをするように言われる 

 男の人は言ってもいいことを女の人がいうと怒

られる 

 女だから言葉遣いに気をつけろと言われる 

（合計 19件） 

 姉には優しく自分には厳しい 

 男ならもっと丁寧に話せと言われた 

 言葉が荒くなるときがある 

 

（合計 12件） 

身
だ
し
な
み 

 髪の毛の長さ 

 女は女の子らしい服を着ること 

 女らしくかわいくしろと言われる 

（合計 22件） 

 スカートは女性だけというイメージがある 

 女性だけが髪の毛を伸ばしている 

 

（合計 8件） 

た
ち
い
ふ
る
ま
い
・
し
ぐ
さ 

 女は足を閉じなさいと言われる 

 男の人はだらしなくても何も言われないが、女

の子がだらしなかったら怒られる 

 女らしくおとなしくしろと言われる 

（合計 18件） 

 男の子だからこんな感じにふるまいなさい 

 

 

 

（合計 7件） 

勉
強
・
進
路 

 女の子だから私立でもいいんじゃない 

 女の子はこれをしてたほうがいい 

（合計 3件） 

 男ならもっといい学校に行きなさい 

 

（合計 3件） 

 

  

問 13. （どんなことに男女の差別を感じますか）具体的な内容を教えてください。 
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Ⅳ. 学校生活について 

 

1. 学校生活における男女の差別について 

 

（1）学校生活の中で男女の差別を感じることの有無 

 

学校生活の中で男女の差別を感じることの有無をみると、『感じない』（「あまり感じない」「感じない」の合計）

が 76.7％、『感じる』（「感じる」「ときどき感じる」の合計）が 20.4％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、有意な差はみられない。 

性別で比較すると、男女で有意な差はみられない。 

 

図表Ⅳ-１ 学校生活の中で男女の差別を感じることの有無 

 

 

 

 

 

図表Ⅳ-２ 学校生活の中で男女の差別を感じることの有無（性別） 

 

 

 

  

問 14. 学校生活の中で、男女の差別を感じることがありますか。 
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（2）学校生活の中で男女の差別を感じる具体的内容 

 

学校生活の中で男女の差別を感じる具体的内容をみると、「先生の対応」が最も高く 51.9％、次いで「制

服・服装」が 23.0％、「授業」「友人関係」が 22.3％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、「友人関係」が 15.5ポイント、「授業」が８.７ポイント増加している。 

性別で比較すると、男性のほうが女性よりも「先生の対応」が 20.4ポイント高い。女性のほうが男性よりも

「友人関係」が 12.5ポイント、「部活動」が 5.6ポイント、「制服・服装」が 14.7ポイント高い。 

 

図表Ⅳ-３ 学校生活の中で男女の差別を感じる具体的内容 

 

※「学校行事」は令和元年度調査から新設 

  

問 1５. どんなことに男女の差別を感じますか。 

※ 
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図表Ⅳ-4 学校生活の中で男女の差別を感じる具体的内容（性別） 

 

 

 

 

 

 

  



36 

 

（3）学校生活の中で男女の差別を感じる具体的内容（自由記述） 

 

 

図表Ⅳ-５ 男女の差別を感じる具体的内容（一部抜粋） 

 女性 男性 

先
生
の
対
応 

 男子には厳しくて女子には優しい 

 男女で態度が違う 

 

 

（合計 36件） 

 男子には厳しく、女子には優しくする 

 男女どちらとも悪いことをしていたら男子の方を

怒る 

 頼まれる仕事が男子・女子で違う 

（合計 54件） 

制
服
・服
装 

 男女の制服が男子はズボン、女子はスカートで

選べるが、男子はスカートは履けないような雰

囲気になっている 

（合計 23件） 

 スカートを男子が履くのは恥ずかしいと思う 

 女子と男子で髪型の校則の違いがある 

 

（合計 13件） 

授
業 

 保健体育の時に男子と女子にわかれる 

 女子にだけ優しい 

 男子に甘い 

 

（合計 16件） 

 体操服に着替えるとき男子は先生やほかの生徒

から見えるところで着替えなければいけない 

 体育のときに走る量が違う 

 男性の先生は女子に優しい 

（合計 18件） 

友
人
関
係 

 女子と男子がぶつかっただけでひやかされる 

 あまり異性と話すことがない 

 男子、女子で別れて遊ぶことが多い 

 

（合計 21件） 

 同性同士で会話したり遊んだりすること 

 言葉遣い 

 学校生活での過ごし方 

 

（合計 15件） 

部
活
動 

 男子、女子で部活動がわけられること 

 文化部に男子が入りにくい雰囲気がある 

 

 

 

 

（合計 13件） 

 男子だから女子だからと言って練習時間などが

違う 

 吹奏楽部や合唱部は女子が多く、サッカーや野

球は男子が多い 

 女子にはしっかり教えるのに、男子には全然教え

てくれないことがある 

（合計 11件） 

学
校
行
事 

 男子がリーダーなどの大事な役割をよくする 

 体育祭などで男女別の競技がある 

（合計 5件） 

 男女でやることがわかれている 

 

（合計 4件） 

生
徒
会 

 生徒会長はだいたい男子 

 女子が生徒会長になることが少ない 

（合計 3件） 

 

 

問 16. （どんなことに男女の差別を感じますか）具体的な内容を教えてください。 
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2. 生理に関する実態 

 

（1）生理によって休みたいと思ったことの有無 

 

生理によって休みたいと思ったことの有無をみると、「はい」が最も高く 49.1％、次いで「いいえ」が 33.1％

となっている。 

 

図表Ⅳ-６ 生理によって休みたいと思ったことの有無 

 

 

 

 

（2）生理によって休んだことの有無 

 

生理によって休んだことの有無をみると、「休んだことがある」が最も高く 54.4％、次いで「休みたかったが

我慢（がまん）した」が 35.3％となっている。 

 

図表Ⅳ-７ 生理によって休んだことの有無 

 

 

 

  

問 1７. 生理によって学校・授業・部活・体育等を休みたいと思ったことがありますか。 

問 18. 生理によって実際に休んだことはありますか。 
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(n=120） 

（3）生理による休みを我慢した理由 

 

生理による休みを我慢した理由をみると、「生理を理由に休んでいいと思わなかったから」が最も高く

43.3％、次いで「言い出せなかったから」が 37.5％、「成績や内申点に悪影響（あくえいきょう）が出ると思っ

たから」が 33.3％となっている。 

 

図表Ⅳ-８ 生理による休みを我慢した理由 

 

 

 

  

問 19. 我慢した理由は何ですか。 
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(n=1428） 

Ⅴ. 将来について 

 

1. 将来したい仕事 

 

将来したい仕事をみると、「スポーツ選手」が最も高く 17.7％、「公務員」が 13.3％となっている。 

性別で比較すると、女性は「幼稚園・保育園の先生」が最も高く 21.2％、次いで「看護師」が 15.5％、「理容

師、美容師」が 13.2％となっている。男性は「スポーツ選手」が最も高く 30.3％、次いで「スポーツトレーナー、

インストラクター、コーチ」が 19.6％、「公務員」が 14.5％となっている。 

 

図表Ⅴ-１ 将来したい仕事 

  

問 20. あなたは将来どのような仕事をしたいですか。 
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図表Ⅴ-2 将来したい仕事（性別） 
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2. 将来したい仕事を実現する上での性別の影響度 

 

将来したい仕事を実現するうえでの性別の影響度をみると、「しない」が最も高く44.7％、次いで『影響する』

（「する」「少しする」の合計）が 31.0％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、『影響する』が 4.0ポイント、「しない」が 5.2ポイント増加している。 

性別で比較すると、女性のほうが男性よりも「しない」が７.６ポイント高い。 

 

図表Ⅴ-3 将来したい仕事を実現する上での性別の影響度 

 

 

 

 

 

図表Ⅴ-4 将来したい仕事を実現する上での性別の影響度（性別） 

 

 

 

  

問 21. 将来したい仕事を実現する上で、女であること、もしくは、男であることが影響すると思いますか。 
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Ⅵ. DV（ドメスティック・バイオレンス）について 
 

1. DVの認知度 

 

「DV」の『認知度』（「どんなことか知っている」「聞いたことはある」の合計）は 84.8％、「まったく知らない」は

13.0％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、『認知度』は 9.1ポイント増加している。 

 

図表Ⅵ-１ DVの認知度 

 

 

 

2. デートDVの認知度 

 

「デート DV」の『認知度』（「どんなことか知っている」「聞いたことはある」の合計）は 53.9％、「まったく知ら

ない」は 43.8％となっている。 

令和元年度調査と比較すると、『認知度』は 24.9ポイント増加している。 

 

図表Ⅵ-2 デートDVの認知度 

 

問 22. 「DV」を知っていますか。 

問 23. 「デート DV」を知っていますか。 
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Ⅶ. その他 

 

1. 相談できる場所があるか 

 

相談できる場所があるかをみると、「知っている」が 68.6％、「知らない」が 28.9％となっている。 

 

図表Ⅶ-１ 相談できる場所があるか 

 

 
 

 

 

 

２. 男女共同参画の授業を受けた後の変化 

 

男女共同参画の授業を受けた後の変化をみると、「わからない」が最も高く 55.9％、次いで「あった」が

17.9％、「なかった」が 14.5％となっている。 

 

図表Ⅷ-２ 男女共同参画の授業を受けた後の変化 

 

 

 

 

  

問２４. 困ったときや悩んだときに、相談できる場所を知っていますか。 

問 25. １年生の時に男女共同参画の授業を受けた後、あなた自身の考え方や行動に何か変化はありまし

たか。 
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３.自由意見 

 

 

 1人ひとりが意識することが大切だと思う 

 LGBTや同性愛に対する偏見がなくなったらいいなと思う 

 これから先、男女平等な日本であってほしい 

 ジェンダー平等は、私が生きている間には叶わないと思う 

 どんな人でももう少しジェンダー平等や男女共同参画に対する意識をもったほうがいいと思う 

 もっといろんな人が自分自身のことで悩まないような世界になってほしい。もっと周りも偏見などを持って

はいけないという空気を出してほしいと思う 

 家庭内での家事をする割合を平等にしてほしい 

 皆が差別を受けない世の中になっていったらいいなと思う 

 インターネットでのルールを厳しくしたり、男女共同参画の授業を子どもだけでなく、大人も聞けるように

したほうがいい 

 国や県、市町村が大きく行動しないと何も変わらない 

 差別と区別の意味の違いをちゃんと理解する必要があると思う 

 最近は以前よりも男女差別がなくなってきているため、いつかみんなが理解しあえる世の中になればいい

なと思う 

 自分のしたいことができるような環境づくりをみんなでしていくことが大切だと思う 

 女の子だからとか男の子だからとかで決めつけてはいけないと思う 

 親がジェンダー平等ができていないから、子どももできないのではないか 

 人が存在する限り、みんなが平等に扱われるのは無理だと思う 

 性別によって仕事に就くときに不利になったりすることは今後なくしたほうがいいと思う 

 性別によって責任や権利がかわるのはよくないが、男は男、女は女という区別はあったほうがいいと思う 

 男性同士、女性同士で付き合うことを認めない人もいると思うけれど、女性だから・男性だからという意

見は言わないほうがいいと思う。一人ひとりを大事にすると日本は笑顔になると思う 

 先生に学んでほしい 

 先生たちが差別しないようにする必要があると思う 

 誰にでも同じ対応をしてほしい 

 男は男らしく、女は女らしく、でいいと思う 

 学校の授業でも日常生活でも、男女平等をめざしているとは思えないと感じる 

※一部抜粋 

問 26. ジェンダー平等や男女共同参画に対する意見などがありましたら自由に記入してください。 
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